
エッセイ

ロ
ー
に
相
応
し
い
。
現
存
最
古
の

文
献
は
、
一
七
二
三
（
享
保
八
）

年
に
江
戸
で
出
版
さ
れ
た
赤
本

だ
。
わ
ず
か
二
〇
頁
の
短
い
も
の

だ
が
、
爺
婆
が
桃
を
食
べ
て
若
返

り
、
桃
太
郎
を
産
む
と
い
う
と
こ

ろ
が
、
い
わ
ゆ
る
「
標
準
型
」
の

桃
太
郎
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
以
後
、
約
三
〇
〇
年
の
長

き
に
わ
た
り
、
絵
巻
、
絵
本
、
雑

誌
、
唱
歌
、
口
演
、
映
画
、
漫
画
、

玩
具
、
ゲ
ー
ム
と
い
っ
た
、
あ
り

と
あ
ら
ゆ
る
メ
デ
ィ
ア
に
登
場
し

尽
く
し
た
桃
太
郎
は
、
そ
れ
を
作

り
出
す
者
の
手
に
よ
っ
て
、
千
変

万
化
に
顔
を
変
え
、
姿
を
変
え
、

し
ば
し
ば
新
た
な
意
味
づ
け
を
与

え
ら
れ
て
き
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
現
在
、
私
た
ち
が

目
に
す
る
「
標
準
型
」
の
桃
太

郎
話
が
全
国
に
広
ま
っ
た
の
は
、

明
治
期
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
特

に
、
一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年

に
初
め
て
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て

か
ら
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
結

に
至
る
ま
で
、
国
語
教
材
に
採
用

さ
れ
続
け
た
こ
と
が
、
大
き
な
影

響
力
を
持
っ
た
。
教
科
書
に
採
用

さ
れ
た
「
標
準
型
」
の
話
は
、
い

わ
ば
「
正
し
い
桃
太
郎
話
」
と
し

　
「
二
十
代
の
頃
、
ず
っ
と
旅

館
の
若
旦
那
に
な
り
た
か
っ

た
」
と
は
、
な
ん
と
覇
気
の
な

い
望
み
か
。
エ
ッ
セ
イ
集
『
活

字
と
自
活
』（
本
の
雑
誌
社
）

で
荻
原
魚
雷
は
そ
う
書
く
。

現
在
四
十
歳
の
フ
リ
ー
ラ
イ

タ
ー
で
、
三
十
過
ぎ
ま
で
年
収

二
百
万
円
以
下
の
貧
乏
暮
ら
し

を
続
け
て
い
た
▼
し
か
し
、
彼

は
い
か
な
る
時
も
好
き
な
本
を

読
み
続
け
た
。
電
車
賃
を
ケ

チ
っ
て
、
古
本
屋
で
一
冊
百
円

の
文
庫
を
買
う
日
々
。
尾
崎
一

雄
、
古
山
高
麗
雄
、
鮎
川
信
夫

な
ど
地
味
な
書
き
手
か
ら
、
生

き
方
を
学
ぶ
。
進
退
窮
ま
っ
た

時
も
、
尾
崎
の
「
と
に
か
く
生

き
て
ゐ
て
み
よ
う
と
考
へ
始
め

る
」
と
い
う
一
行
を
読
み
、
開

き
直
る
の
だ
▼『
活
字
と
自
活
』

に
は
、
自
分
の
歩
幅
に
合
わ
せ

た
読
書
で
、
じ
っ
く
り
と
人
生

を
作
り
上
げ
て
き
た
男
が
い

る
。「
お
そ
ら
く
好
き
な
仕
事

に
就
く
こ
と
よ
り
も
、
自
分
の

や
っ
て
い
る
仕
事
を
好
き
に
な

る
こ
と
の
ほ
う
が
簡
単
」
と
言

い
、「
そ
の
こ
と
を
昔
の
自
分

に
教
え
て
や
り
た
い
」
と
い
う

一
行
が
泣
か
せ
る
▼
そ
ん
な
男

が
う
ろ
つ
く
の
が
、
東
京
・
神

田
神
保
町
。
こ
の
町
を
舞
台
に

「
森
崎
書
店
の
日
々
」
と
い
う

映
画
が
作
ら
れ
た
。
今
秋
公
開

予
定
だ
が
、
ひ
と
足
先
に
試
写

を
見
た
。
神
保
町
の
裏
路
地
に

あ
る
古
本
屋
「
森
崎
書
店
」
に
、

恋
人
に
裏
切
ら
れ
た
若
い
女
性

が
や
っ
て
く
る
。
店
主
と
は
叔

父
と
姪
の
関
係
だ
▼
文
学
に

ま
っ
た
く
縁
の
な
か
っ
た
彼
女

が
、
次
第
に
古
本
に
染
ま
っ
て

い
く
。
最
初
に
手
を
出
し
た
の

が
尾
崎
一
雄
の
『
ま
ぼ
ろ
し
の

記
』
と
い
う
の
が
シ
ブ
い
。
神

田
古
本
ま
つ
り
の
日
、
叔
父
が

彼
女
に
言
う
。「
開
く
ま
で
は

静
か
だ
け
ど
、
開
い
て
し
ま
う

と
、
と
て
つ
も
な
い
世
界
が
広

が
っ
て
い
る
。
ま
た
閉
じ
る
と

静
か
に
な
る
ん
だ
」。
ま
る
で

本
の
世
界
み
た
い
。 

（
野
）

た
。
そ
の
主
人
公
た
ち
は
、
実
に

お
お
ら
か
で
愉
快
で
あ
る
。
ご
ろ

ご
ろ
と
寝
て
ば
か
り
で
鬼
退
治
に

行
か
な
い
、
怠
け
者
の
桃
太
郎
。

鬼
退
治
の
後
に
い
い
気
に
な
っ
て
、

犬
猿
雉
を
相
手
に
放
蕩
三
昧
、
挙

げ
句
の
果
て
は
鬼
に
仕
返
し
さ
れ

て
し
ま
う
桃
太
郎
。
語
り
手
が
繰

り
出
す
お
国
こ
と
ば
の
や
わ
ら
か

な
響
き
、
子
ど
も
た
ち
と
の
や
り

と
り
、
物
語
が
息
づ
く
温
か
い
家

庭
の
様
子
ま
で
も
が
、
目
に
浮
か

ん
で
く
る
よ
う
な
話
が
多
い
。
語

り
を
文
字
で
い
く
ら
正
確
に
記
述

し
て
み
た
と
こ
ろ
で
、
物
語
を
取

り
巻
く
世
界
そ
の
も
の
は
到
底
再

現
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

　

口
伝
え
の
世
界
が
消
え
て
ゆ
く

一
方
で
、桃
太
郎
は
各
種
の
メ
デ
ィ

ア
の
中
で
着
実
に
増
殖
を
続
け
て

き
た
。
桃
太
郎
が
書
物
に
登
場
し

た
の
は
意
外
に
遅
く
、
江
戸
期
に

江
戸
や
上
方
で
出
版
さ
れ
た
庶
民

向
け
の
絵
本
に
現
れ
る
。
手
書
き

の
一
点
も
の
で
あ
る
絵
巻
な
ど
で

は
な
く
、
当
初
か
ら
印
刷
物
と
い

う
複
製
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
流
通

し
た
の
は
、い
か
に
も
大
衆
の
ヒ
ー

　
「
モ
ー
モ
タ
ロ
サ
ン
、
モ
モ
タ
ロ

サ
ン
」。
誰
も
が
知
る
あ
の
メ
ロ

デ
ィ
ー
を
、
時
に
懐
か
し
く
思
い

出
す
こ
と
が
あ
る
。
数
年
前
、
台

湾
南
部
の
村
に
研
究
調
査
で
滞
在

し
て
い
た
時
の
こ
と
だ
。
色
鮮
や

か
な
道
教
の
廟
を
背
に
、
村
で
知

り
合
っ
た
親
切
な
青
年
、
蔡
君
が

朗
々
と
し
た
声
で
歌
っ
て
く
れ
た
。

日
本
の
統
治
時
代
に
育
っ
た
祖
父

か
ら
習
っ
た
と
い
う
、
片
言
の
日

本
語
、
そ
し
て
唱
歌
。
蔡
君
が

わ
た
し
に
聞
か
せ
て
く
れ
た
「
桃

太
郎
」
の
歌
は
、
日
本
と
台
湾
の

歴
史
を
心
に
刻
む
音
色
で
も
あ
っ

た
。

　

日
本
の
昔
話
の
中
で
、
桃
太
郎

ほ
ど
、
時
代
の
流
れ
の
中
で
様
々

に
姿
を
変
え
て
き
た
例
は
な
い
。

そ
の
顔
だ
け
見
て
も
、
ど
れ
一
つ

と
し
て
同
じ
も
の
は
な
い
。「
桃
太

郎
」
と
い
う
同
じ
一
つ
の
名
前
で

呼
ん
で
、
誰
も
疑
問
に
思
わ
な
い

の
が
不
思
議
な
ほ
ど
だ
。

　

本
来
、
土
地
の
暮
ら
し
の
中
で

語
り
継
が
れ
て
き
た
桃
太
郎
話

は
、
豊
か
な
語
り
口
を
持
っ
て
い

て
全
国
を
覆
っ
た
。
そ
の
こ
と
が

引
き
起
こ
し
た
問
題
は
、
物
語
の

筋
ば
か
り
に
止
ま
ら
な
い
。
多
く

の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
祖
父

母
か
ら
聞
い
て
慣
れ
親
し
ん
で
き

た
物
語
が
、
突
然
、
教
室
の
中
で

書
物
で
読
む
も
の
と
し
て
現
れ
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
を
記
す
の
も
、

土
地
の
こ
と
ば
で
は
な
い
。
い
わ

ば
国
家
の
言
語
と
し
て
形
成
さ
れ

た
、
見
慣
れ
ぬ
標
準
語
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。
桃
太
郎
が
初
め
て

掲
載
さ
れ
た
、文
部
省
に
よ
る
『
尋

常
小
学
読
本
』（
一
八
八
七
）
を

開
く
と
、
言
文
一
致
体
の
成
立
に

向
け
た
当
時
の
歩
み
が
垣
間
見
え

る
。「
む
か
し　

ぢ
　ゞ

と　

ば
ゞ

と　

が　

有
り
ま
し
た
」
と
、
わ

か
ち
書
き
が
採
用
さ
れ
、
難
解
な

文
語
体
を
避
け
て
、
話
し
言
葉
に

近
い
文
体
で
書
く
努
力
が
な
さ
れ

て
い
る
。

　

ま
た
、
教
科
書
を
通
し
て
桃
太

郎
を
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、

現
在
の
日
本
の
領
域
内
だ
け
に
止

ま
ら
な
い
。
台
湾
や
朝
鮮
半
島
か

ら
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
南
洋
群
島

に
至
る
ま
で
、
か
つ
て
日
本
が
植

民
地
や
占
領
地
と
し
た
地
域
に
お

い
て
も
、
日
本
語
教
科
書
に
桃
太

郎
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら

の
土
地
の
人
び
と
は
、
自
分
た
ち

の
母
語
と
は
全
く
異
な
る
日
本
語

と
い
う
も
の
で
、
見
た
こ
と
も
な

い
日
本
と
い
う
国
の
物
語
を
学
ん

だ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
台
湾
の

蔡
君
の
よ
う
に
、
世
代
を
超
え
て

桃
太
郎
の
唱
歌
が
歌
い
継
が
れ
て

い
る
例
さ
え
あ
る
の
だ
。

　

桃
太
郎
が
国
家
の
物
語
へ
と
変

貌
を
遂
げ
て
ゆ
く
軌
跡
は
、
単
な

る
物
語
の
こ
と
と
片
づ
け
て
し
ま

え
な
い
側
面
を
持
っ
て
い
る
。
海

を
渡
っ
て
鬼
を
征
伐
し
、
宝
を
得

て
帰
還
す
る
。
ご
く
単
純
な
筋
立

て
だ
け
に
、
い
か
よ
う
に
も
読
み

替
え
ら
れ
る
。
そ
れ
こ
そ
が
、
こ

の
物
語
の
生
命
力
で
あ
り
、
不
幸

の
始
ま
り
で
も
あ
っ
た
。
明
治
期

以
降
、
日
本
が
対
外
戦
争
を
繰

り
広
げ
る
中
で
、
桃
太
郎
は
し
ば

し
ば
日
本
の
兵
士
に
読
み
替
え
ら

れ
た
。
日
露
戦
争
開
戦
の
年
に
発

行
さ
れ
た
『
征
露
再
生
桃
太
郎
』

（
一
九
〇
四
）
で
は
、
お
爺
さ
ん
の

名
は
「
エ
イ
ゾ
ー
」、
お
婆
さ
ん

は
「
オ
ア
メ
」。
イ
ギ
リ
ス
と
ア

メ
リ
カ
の
国
旗
柄
の
服
を
着
た
西

洋
人
だ
。
軍
服
姿
の
桃
太
郎
は
、

キ
ビ
ダ
ン
ゴ
の
代
わ
り
に
爆
弾
を

携
え
、「
お
シ
ナ
ち
ゃ
ん
」
と
「
お

チ
ョ
ー
ち
ゃ
ん
」
を
い
じ
め
る
悪

者
の
「
ロ
ス
ケ
」
を
征
伐
に
向
か

う
と
い
う
設
定
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
読
み
替
え
は
、
第
二

次
世
界
大
戦
時
に
は
、
さ
ら
に
そ

の
勢
い
を
増
し
た
。
日
本
軍
の
南

進
を
報
じ
た
当
時
の
新
聞
記
事
に

は
、
時
に
「
海
の
勇
士　

鬼
ヶ
島

征
伐　

ぶ
ん
捕
り
船
で
エ
ン
ヤ
ラ

ヤ
」
な
ど
と
い
っ
た
見
出
し
が
躍

る
。
そ
ん
な
時
代
の
忘
れ
が
た
い

一
点
が
、
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）

年
一
二
月
八
日
の
真
珠
湾
攻
撃
に

よ
る
大
東
亜
戦
争
開
始
か
ら
二
周

年
を
記
念
し
て
、
軍
部
の
指
示
で

作
成
さ
れ
た
ポ
ス
タ
ー
で
あ
る
。

日
本
桃
太
郎
の
会
の
会
長
と
し
て

知
ら
れ
た
、故・小
久
保
桃
江
（
と

う
こ
う
）
さ
ん
が
、
戦
中
戦
後
の

苦
し
い
時
代
に
命
が
け
で
守
っ
た

資
料
の
一
つ
だ
。「
征
け
桃
太
郎
、

米
英
を
撃
て
」。
大
書
さ
れ
た
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
下
に
は
、
宝
船
が
見

え
る
。
帆
に
は
当
時
の
日
本
の
植

民
地
や
占
領
地
が
描
か
れ
、
船
首

に
立
つ
桃
太
郎
の
後
ろ
に
は
、
南

洋
の
資
源
を
手
に
し
た
七
福
神
が

並
ぶ
。
桃
太
郎
が
見
つ
め
る
視
線

の
先
に
は
、
赤
鬼
の
姿
を
し
た
米

大
統
領
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
い
る
。

当
時
の
日
本
を
取
り
巻
く
情
勢

が
、
凝
縮
さ
れ
た
一
枚
だ
。

　

桃
太
郎
自
身
に
罪
は
な
い
。

「
モ
ー
モ
タ
ロ
サ
ン
、
モ
モ
タ
ロ
サ

ン
」。
蔡
君
の
歌
声
を
思
い
出
す

た
び
に
、
現
代
の
桃
太
郎
は
ど
の

よ
う
な
顔
を
し
て
い
る
の
か
、
私

に
は
そ
れ
が
と
て
も
気
に
か
か
る
。

◇
筆
者
＝
専
門
は
文
化
人
類
学
・

民
俗
学
。
早
稲
田
大
学
大
学
院
博

士
課
程
を
経
て
、
早
稲
田
大
学
、

東
京
芸
術
大
学
な
ど
で
教
壇
に
立

つ
。
主
な
関
心
領
域
は
、
近
現
代

に
お
け
る
口
頭
伝
承
の
変
容
と
町

づ
く
り
へ
の
活
用
。
共
著
に
『
桃

太
郎
は
今
も
元
気
だ
』、『
珊
瑚
の

文
化
誌
』（
第
二
八
回
寺
田
寅
彦

記
念
賞
）、
翻
訳
書
に
『
ア
メ
リ

カ
の
空
へ
』
な
ど
。

愛
　

書
　

狂

加原奈穗子
KAHARA nahoko

モモタロサンの歌

大
東
亜
戦
争
二
周
年
記
念
ポ
ス
タ
ー（
小
川
護
氏
蔵
）



　

英
国
の
作
家
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー

ウ
ェ
ル
は
、
全
体
主
義
を
厳
し
く

批
判
し
た
小
説
『
動
物
農
場
』
や

『
一
九
八
四
年
』、
ス
ペ
イ
ン
市
民
戦

争
の
証
言
と
な
っ
た
ル
ポ
『
カ
タ
ロ

ニ
ア
賛
歌
』
な
ど
で
世
界
的
に
知
ら

れ
る
、
二
十
世
紀
を
代
表
す
る
巨

没後60年記念出版

ピ
ー
タ
ー
・
デ
イ
ヴ
ィ
ソ
ン﹇
編
﹈

ISBN
978-4-560-08092-4

匠
だ
。一
九
五
〇
年
に
没
し
て
か
ら
、

今
年
で
六
十
年
に
な
る
。
本
書
は
、

英
国
で
刊
行
さ
れ
た
、
詳
細
な
注

を
施
し
た
全
集（
二
十
巻
）の
う
ち
、

一
九
三
一
年
か
ら
四
九
年
ま
で
の
、

現
存
す
る
十
一
冊
の
日
記
と
二
冊
の

手
帖
を
一
冊
に
ま
と
め
た
、
た
い
へ

ん
貴
重
な
一
次
資
料
だ
。

　

ロ
ン
ド
ン
の
最
底
辺
生
活
者
と
行

動
を
共
に
し
、
ホ
ッ
プ
摘
み
労
働
を

体
験
し
た
「
ホ
ッ
プ
摘
み
日
記
」、

大
不
況
下
の
炭
鉱
地
帯
に
入
り
、

労
働
者
の
過
酷
な
労
働
と
生
活
に

共
感
を
こ
め
て
活
写
し
た
「『
ウ
ィ

ガ
ン
波
止
場
へ
の
道
』
日
記
」、
海

外
滞
在
記
で
あ
る「
モ
ロ
ッ
コ
日
記
」

と
「
マ
ラ
ケ
シ
ュ
・
ノ
ー
ト
」、
第
二

次
大
戦
が
勃
発
し
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
で
宣

伝
番
組
の
制
作
に
従
事
し
、
空
襲

に
見
舞
わ
れ
る
様
子
や
愛
国
心
を

綴
っ
た
「
戦
時
日
記
」、
戦
後
、
結

核
に
罹
り
、
孤
島
の
農
場
に
引
き
こ

も
っ
て
、
農
耕
、
釣
り
、
自
然
観
察

を
記
録
し
た
「
家
事
日
記
」
な
ど
、

作
家
の
全
貌
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
オ
ー
ウ
ェ
ル
は
伝
記
が
書
か
れ

る
こ
と
を
嫌
っ
て
い
た
と
い
う
が
、
こ

の
日
記
が
彼
の
人
生
を
物
語
る
実

質
的
な
「
自
伝
」
に
な
っ
て
い
る
こ

と
は
、
興
味
深
い
。

◇
高
儀
進
訳　

Ａ
５
判　

六
二
〇

頁　

定
価
八
八
二
〇
円
（
本
体

八
四
〇
〇
円
）
９
月
下
旬
刊

　
『
イ
エ
メ
ン
で
鮭
釣
り
を
』
に
続

く
ト
ー
デ
ィ
第
二
作
！　

ひ
ょ
ん

な
こ
と
か
ら
ボ
ル
ド
ー
の
虜
と
な
っ

た
実
業
家
ウ
ィ
ル
バ
ー
フ
ォ
ー
ス
の

転
落
を
、
苦
い
ユ
ー
モ
ア
と
と
も

に
巧
み
に
描
き
出
す
長
編
小
説
。

　
〈
二
〇
〇
六
〉
ロ
ン
ド
ン
の
と
あ

る
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
。
ウ
ィ
ル
バ
ー

フ
ォ
ー
ス
の
お
目
当
て
は
貴
重
な

一
九
八
二
年
の
シ
ャ
ト
ー
・
ペ
ト

リ
ュ
ス
。
冴
え
な
い
身
な
り
に
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
提
示
を
求
め
ら

れ
る
が
、
ワ
イ
ン
の
知
識
で
ソ
ム
リ

エ
を
唸
ら
せ
る
。
運
ば
れ
て
き
た

ペ
ト
リ
ュ
ス
を
口
に
含
む
と
、
亡
き

妻
キ
ャ
サ
リ
ン
の
幻
覚
を
見
、
周

囲
に
広
が
る
驚
き
と
ざ
わ
め
き
の

な
か
、
二
本
目
を
頼
む
。
だ
が
や

が
て
酩
酊
状
態
に
陥
り
、
店
か
ら

丁
重
に
追
い
出
さ
れ
て
し
ま
う
。

　

翌
朝
、
気
が
つ
く
と
自
宅
の

ベ
ッ
ド
の
中
。
主
治
医
か
ら
は
完

全
な
ア
ル
中
だ
と
宣
告
さ
れ
る
。

今
や
破
産
寸
前
の
状
況
に
怯
え
な

が
ら
、
酒
び
た
り
の
生
活
の
中
で

断
片
的
に
現
わ
れ
る
過
去
と
、
幻

覚
に
繰
り
返
し
悩
ま
さ
れ
る
日
々

…
…
。

　

そ
の
後
、〈
二
〇
〇
四
〉
か
ら

〈
二
〇
〇
二
〉ま
で
、ワ
イ
ン
の「
ヴ
ィ

ン
テ
ー
ジ
」
に
な
ぞ
ら
え
た
年
代

を
遡
る
う
ち
に
、
冒
頭
で
提
示
さ

れ
た
混
沌
の
背
景
が
徐
々
に
現
わ

れ
る
。仕
掛
け
と
企
み
に
満
ち
た
、

味
わ
い
深
い
一
冊
。

◇
小
竹
由
美
子
訳　

四
六
判　

三
七
九
頁　

定
価
二
七
三
〇
円

（
本
体
二
六
〇
〇
円
）

　

一
九
四
五
年
五
月
初
旬
、
東
京

の
ド
イ
ツ
大
使
館
で
は
ハ
ー
ケ
ン

ク
ロ
イ
ツ
の
半
旗
が
掲
げ
ら
れ
て

い
た
。
そ
こ
に
は
在
日
ド
イ
ツ
人

を
は
じ
め
、
日
本
の
外
務
省
や
陸

海
軍
の
関
係
者
、
ア
ジ
ア
各
国
の

大
使
が
集
ま
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、

ド
イ
ツ
降
伏
後
に
催
さ
れ
た
ア
ド

ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー
の
追
悼
式
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
式
は
中
国
の
天

津
で
も
開
か
れ
た
と
い
う
。

　

ド
イ
ツ
か
ら
遠
く
離
れ
た
東
ア

ジ
ア
の
地
に
暮
ら
す
ド
イ
ツ
人
は
、

ISBN
978-4-560-08089-4

本
国
と
異
な
る
状
況
下
で
ど
の
よ

う
に
ナ
チ
ズ
ム
と
向
き
合
い
、
い

か
に
そ
れ
を
信
奉
し
て
い
っ
た
の

か
。
ま
た
、
ア
ー
リ
ア
人
を
理
想

と
す
る
ナ
チ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
が
共
存
す
る
こ

の
地
で
い
か
な
る
変
容
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
。

　

本
書
で
は
、
日
本
・
中
国
・
ド

イ
ツ
・
ア
メ
リ
カ
の
公
文
書
や
当

事
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
か

ら
、
か
れ
ら
に
と
っ
て
の
「
ド
イ
ツ

ら
し
さ
」を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

　

ナ
チ
ズ
ム
の
受
容
や
浸
透
を
考

え
る
う
え
で
刺
激
的
な
も
の
で
あ

る
と
と
も
に
、
日
本
や
中
国
の
近

現
代
の
歴
史
を
論
じ
る
う
え
で
も

大
い
に
示
唆
に
富
む
一
冊
で
あ
る
。

◇
四
六
判　

三
二
〇
頁　

定
価

二
九
四
〇
円（
本
体
二
八
〇
〇
円
）

９
月
下
旬
刊

　

ナ
ポ
レ
オ
ン
に
は
七
人
の
兄
弟
姉

妹
が
い
た
。
本
書
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン

が
も
っ
と
も
て
こ
ず
り
、
そ
し
て
も
っ

と
も
愛
し
た
と
言
わ
れ
る
十
一
歳
年

下
の
妹
ポ
ー
リ
ー
ヌ
の
伝
記
で
あ

る
。

　

ポ
ー
リ
ー
ヌ
は
十
六
歳
で
軍
人

と
結
婚
。
一
児
を
得
る
が
、
植
民
地

サ
ン
＝
ド
マ
ン
グ
（
現
ハ
イ
チ
）
で
夫

を
黄
熱
病
で
亡
く
す
。そ
の
半
年
後
、

ロ
ー
マ
の
名
門
ボ
ル
ゲ
ー
ゼ
侯
爵
家

の
子
息
と
再
婚
。
貴
族
の
称
号
と

莫
大
な
富
を
得
る
と
同
時
に
、
皇

帝
と
な
っ
た
兄
の
権
勢
を
背
景
に
社

フ
ロ
ー
ラ
・
フ
レ
イ
ザ
ー﹇
著
﹈

ISBN
978-4-560-08090-0

交
界
に
君
臨
す
る
よ
う
に
な
る
。
一

人
息
子
を
病
気
で
失
っ
た
の
ち
は
夫

を
顧
み
る
こ
と
な
く
、
多
く
の
愛
人

と
浮
き
名
を
流
し
続
け
た
。

　

た
ぐ
い
ま
れ
な
美
貌
、
完
璧
な
プ

ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で

ポ
ー
リ
ー
ヌ
に
つ
い
て
は「
わ
が
ま
ま
」

　

ツ
ア
ー
だ
と
せ
い
ぜ
い
一
泊
二

日
。
サ
ン
マ
ル
コ
寺
院
、
ゴ
ン
ド
ラ

遊
覧
、
買
い
物
だ
け
で
終
わ
っ
て
し

ま
う
「
水
の
都
」
の
本
当
の
魅
力

を
た
っ
ぷ
り
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
、

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
在
住
の
女
流
作
家
が

丹
念
に
取
材
、
四
泊
五
日
の
島
巡

り
を
計
画
し
た
。

　

た
と
え
ば
一
日
目
。
ド
ゥ
カ
ー
レ

宮
殿
の
秘
密
ル
ー
ト
を
た
ど
る
、

現
地
ツ
ア
ー
は
い
か
が
？　

こ
れ
は

女
た
ら
し
で
知
ら
れ
た
カ
ザ
ノ
ー

ヴ
ァ
の
脱
獄
の
様
子
を
見
学
す
る

も
の
。
宮
殿
の
四
階
に
あ
る
大
扉

か
ら
始
ま
る
探
検
は
、
牢
獄
の
構

造
や
共
和
国
政
庁
の
裏
側
を
教
え

て
く
れ
る
。

　

二
日
目
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
本
島
か

ら
干
潟
の
島
々
へ
と
足
を
向
け
て

み
よ
う
。
ガ
ラ
ス
博
物
館
に
立
ち

寄
っ
た
あ
と
は
、
墓
島
へ
。
死
体
を

埋
め
る
場
所
の
少
な
い
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
で
は
、島
を
ま
る
ご
と
墓
に
し
た
。

そ
こ
に
は
デ
ィ
ア
ギ
レ
フ
や
ス
ト
ラ

ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
が
今
も
眠
っ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
ふ
う
に
、
ゲ
ッ
ト
ー
発

祥
の
地
と
な
っ
た
シ
ナ
ゴ
ー
グ
を
訪

ね
た
り
、
サ
ン
タ
・
ル
チ
ア
周
辺
の

聖
女
ル
チ
ア
の
受
難
劇
の
秘
密
を

さ
ぐ
っ
た
り
す
る
。
十
五
の
ミ
ス
テ

リ
ア
ス
な
場
所
を
た
ど
り
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
歩
い
て
い
く
と
、
あ
な
た

は
き
っ
と
、
最
後
に
す
て
き
な
橋
に

た
ど
り
着
く
だ
ろ
う
。

◇
四
六
判　

二
三
八
頁　

定
価

二
三
一
〇
円
（
本
体
二
二
〇
〇
円
）

市
口
桂
子﹇
著
﹈

　

千
年
に
わ
た
っ
て
自
由
な
共
和

国
と
し
て
栄
え
、
現
在
で
も
世
界

的
な
観
光
都
市
と
し
て
脚
光
を
浴

び
続
け
て
い
る
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
。サ
ン・

マ
ル
コ
大
聖
堂
や
ド
ゥ
カ
ー
レ
館
、

サ
ン
・
マ
ル
コ
広
場
な
ど
、
街
全
体

が
名
所
と
言
え
る
が
、や
は
り「
ヴ
ェ

ゴンドラの
過去、現在、未来

ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
マ
ル
ツ
ォ
・
マ
ー
ニ
ョ﹇
著
﹈

ISBN
978-4-560-08084-9

ネ
ツ
ィ
ア
と
い
え
ば
ゴ
ン
ド
ラ
」（
本

書
「
訳
者
あ
と
が
き
」）
だ
ろ
う
。

　

た
だ
、
ラ
グ
ー
ナ
（
潟
）
の
泥

の
上
に
築
か
れ
た
こ
の
独
特
の
都
市

を
題
材
に
し
た
も
の
は
掃
い
て
捨
て

る
ほ
ど
あ
る
の
に
対
し
、
な
ま
め
か

し
く
非
対
称
に
カ
ー
ヴ
し
た
漆
喰

の
摩
訶
不
思
議
な
艇
体
を
め
ぐ
る

物
語
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
は
意

外
な
こ
と
に
皆
無
と
言
っ
て
い
い
。

　

本
書
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
生
ま

れ
育
っ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
、
新

聞
や
雑
誌
か
ら
、
文
学
作
品
や
映

画
、
は
て
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
で
、

お
よ
そ
考
え
ら
れ
る
す
べ
て
の
媒
体

を
駆
使
し
て
、
ゴ
ン
ド
ラ
の
過
去
、

現
在
、
そ
し
て
未
来
を
描
い
た
異

色
の
作
品
だ
。

　
「
ゴ
ン
ド
リ
エ
ー
レ
（
船
頭
）
た

ち
に
は
嫌
わ
れ
て
い
る
ん
だ
」
と
著

者
が
苦
笑
す
る
よ
う
に
、そ
こ
に
は
、

ゴ
ン
ド
ラ
の
デ
ザ
イ
ン
や
イ
メ
ー
ジ

の
変
遷
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
ゴ

ン
ド
ラ
が
恋
人
た
ち
の
「
愛
の
巣
」

と
し
て
果
た
し
た
役
割
、
ゴ
ン
ド
リ

エ
ー
レ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
ま
で
も
が
描

か
れ
る
。
ラ
グ
ー
ナ
の
悪
臭
や
ゴ
ン

ド
リ
エ
ー
レ
た
ち
の
掟
な
ど
、
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
の
裏
側
を
堪
能
で
き
る
好

著
。

◇
和
栗
珠
里
訳　

四
六
判  

二
八
六
頁
＋
口
絵
一
六
頁　

定
価

二
九
四
〇
円
（
本
体
二
八
〇
〇
円
）

中
村
綾
乃﹇
著
﹈

ISBN
978-4-560-08088-7

ポ
ー
ル
・
ト
ー
デ
ィ﹇
作
﹈

ドイツらしさとは何か

四泊五日で巡る、
ディープなヴェネツィア

妖婦か？ ヴィーナスか？

「
奇
行
が
多
い
」
と
い
う
断
片
的
な

悪
評
ば
か
り
が
伝
え
ら
れ
て
き
た
。

著
者
は
、
当
時
の
書
簡
や
回
想
録

な
ど
の
史
料
を
丁
寧
に
拾
い
上
げ

な
が
ら
そ
の
生
涯
を
追
っ
て
い
く
。

家
長
と
し
て
絶
対
的
な
存
在
で
あ

る
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
命
に
従
わ
ず
奔
放

な
生
活
を
送
っ
て
い
た
ポ
ー
リ
ー
ヌ

だ
が
、
ひ
と
た
び
兄
が
皇
帝
の
座
を

失
っ
て
逆
境
に
陥
っ
て
か
ら
は
、
他

の
兄
弟
姉
妹
が
次
々
と
彼
を
見
捨

て
る
な
か
、
た
だ
ひ
と
り
、
兄
の
救

出
の
た
め
に
奔
走
す
る
。
兄
と
妹
を

軸
と
し
た
「
も
う
一つ
の
ナ
ポ
レ
オ

ン
史
」
と
し
て
興
味
深
い
一
冊
。

◇
中
山
ゆ
か
り
訳　

四
六
判　

三
六
六
頁　

定
価
二
七
三
〇
円（
本

体
二
六
〇
〇
円
）
９
月
中
旬
刊

【
エ
ク
ス・リ
ブ
リ
ス
】第
10
回
配
本

ISBN
978-4-560-09011-4

ウ
ィ
ル
バ
ー
フ
ォ
ー
ス
氏
の
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
・ワ
イ
ン

東
京
の
ハ
ー
ケ
ン
ク
ロ
イ
ツ

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
妹

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア・
ミ
ス
テ
リ
ー
ガ
イ
ド

ゴ
ン
ド
ラ
の
文
化
史   

運
河
を
と
お
し
て
見
る
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

ワインの海に溺れて

ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
ェ
ル
日
記

白水社の本棚 読んで味わうヴェネツィア

■
好
評
既
刊

市
口
桂
子 

著

『
ロ
ー
マ・ミ
ス
テ
リ
ー
ガ
イ
ド
』

 

●
定
価
二
三
一
〇
円（
本
体
二
二
〇
〇
円
）

東
ア
ジ
ア
に
生
き
た
ド
イ
ツ
人
の
軌
跡

畑
の
向
こ
う
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

仙
北
谷
茅
戸
著　
■
定
価
一
八
九
〇
円（
税
込
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
近
郊
の
町
ノ
ア
ー
レ
。
そ
こ

に
暮
ら
す
日
本
人
女
性
と
そ
の
家
族
の
四
季

折
々
の
生
活
と
過
ぎ
去
り
し
日
々
へ
の
思
い

を
、
匂
い
、
音
、
色
彩
と
い
っ
た
感
覚
を
も

と
に
描
い
た
追
憶
の
エ
ッ
セ
イ
。

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
宿 

【
白
水
U
ブ
ッ
ク
ス
】

須
賀
敦
子
著　
■
定
価
九
九
八
円（
税
込
）

旅
人
の
心
を
な
ご
ま
す
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
宿
で

思
い
め
ぐ
ら
す
は
る
か
な
記
憶
。
少
女
時
代

か
ら
、
孤
独
な
留
学
時
代
、
父
の
死
に
い
た
る

ま
で
の
、
父
親
と
親
族
を
め
ぐ
る
葛
藤
、
自

身
の
心
の
軌
跡
を
描
い
た
自
伝
的
エ
ッ
セ
イ
。

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
史 

【
文
庫
ク
セ
ジ
ュ
】

ク
リ
ス
チ
ャ
ン・ベ
ッ
ク
著　
仙
北
谷
茅
戸
訳　
■
定
価
一
一
〇
三
円（
税
込
）

イ
タ
リ
ア
半
島
の
付
け
根
に
位
置
す
る
水
の

都―

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
歴
史
を
、
そ
の
起

源
か
ら
今
日
ま
で
政
治
・
経
済
・
文
化
の
諸

相
に
た
ど
る
。
芸
術
家
た
ち
を
も
魅
惑
し
て

や
ま
な
い
都
市
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
。

白水社の本棚 日記で触れる肉声

ベ
ル
リ
ン
終
戦
日
記 

あ
る
女
性
の
記
録

Ａ・ビ
ー
ヴ
ァ
ー
序
文　
Ｈ・Ｍ・エ
ン
ツ
ェ
ン
ス
ベ
ル
ガ
ー
後
記

山
本
浩
司
訳　
■
定
価
二
七
三
〇
円（
税
込
）

陥
落
前
後
、
不
詳
の
女
性
が
周
囲
の
惨
状
を

赤
裸
々
に
つ
づ
っ
た
稀
有
な
記
録
。
生
と
死
、

空
襲
と
飢
餓
、
略
奪
と
陵
辱
、
身
を
護
る
た

め
赤
軍
の
「
愛
人
」
と
な
っ
た
女
性
に
安
穏

は
訪
れ
る
の
か
？　

胸
を
打
つ
一
級
資
料
！

カ
フ
カ 

実
存
と
人
生

フ
ラ
ン
ツ・カ
フ
カ
著　
辻 

瑆
編
訳　
■
定
価
二
六
二
五
円（
税
込
）

カ
フ
カ
の
世
界
、
そ
れ
は
名
状
し
が
た
い
不
安

の
告
白
で
あ
り
、
日
常
生
活
に
お
け
る
《
あ
る

闘
い
》
の
記
録
で
あ
る
。
カ
フ
カ
が
書
き
残
し

た
多
く
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
と
日
記
を
編
纂
し
た

本
書
は
、謎
を
秘
め
た
彼
の
文
学
を
映
し
出
す
。

あ
る
首
斬
り
役
人
の
日
記 

【
白
水
U
ブ
ッ
ク
ス
】

フ
ラ
ン
ツ・シ
ュ
ミ
ッ
ト
著　
藤
代
幸
一
訳　
■
定
価
九
九
八
円（
税
込
）

生
涯
に
三
六
一
人
を
処
刑
し
た
中
世
末
期
ニ
ュ

ル
ン
ベ
ル
ク
の
死
刑
執
行
人
フ
ラ
ン
ツ
親
方

が
、
そ
の
仕
事
ぶ
り
を
克
明
に
記
し
た
日
記
。

当
時
の
犯
罪
の
生
々
し
い
一
覧
表
に
し
て
文

化
史
、
民
俗
史
の
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。



通
っ
た
関
係
を
見
出
し
た
ベ
ン
ヤ

ミ
ン
、
ア
ド
ル
ノ
の
書
物
論
に
言

及
し
つ
つ
、
人
生
を
形
成
し
て
き

た
書
物
や
、
再
読
、
再
々
読
す
る

で
あ
ろ
う
書
物
を
挙
げ
る
。

　
「
憎
悪
と
軽
蔑
に
つ
い
て
」で
は
、

イ
ス
ラ
エ
ル
滞
在
の
経
験
を
も
と

に
、
ユ
ダ
ヤ
人
と
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の

対
立
、
キ
リ
ス
ト
教
と
被
差
別
民

族
の
関
係
、
さ
ら
に
は
肉
親
へ
の
思

い
を
吐
露
す
る
。

　

そ
の
ほ
か
、「
職
業
」「
旅
」「
世
代
」

「
国
家
」「
友
情
」「
無
為
」「
老
い
」

「
死
」
な
ど
を
主
題
に
、
全
十
八

章
を
書
下
ろ
し
た
、
ま
さ
に
四
方

田
版
『
エ
セ
ー
』。
人
生
の
薄
暮
に

迷
え
る
足
元
に
、
ほ
ん
の
り
明
か

り
を
灯
し
て
く
れ
る
、
好
個
の
書
。

◇
四
六
判　

二
二
六
頁　

定
価

一
八
九
〇
円
（
本
体
一
八
〇
〇
円
）

９
月
下
旬
刊

　

美
し
く
咲
く
マ
グ
ノ
リ
ア
の
大
き

な
庭
で
、
僕
は
故
郷
に
つ
い
て
の
小

説
を
書
き
始
め
た―
フ
ラ
ン
ス
語

圏
ク
レ
オ
ー
ル
文
学
の
影
響
を
受
け

つ
つ
、「
世
界
文
学
の
教
養
が
凝
縮
さ

れ
た
日
本
語
文
学
」（
陣
野
俊
史
）
の

担
い
手
と
し
て
、
日
本
文
学
の
新
し

い
可
能
性
を
切
り
開
き
つ
づ
け
る
注

目
の
作
家
、
小
野
正
嗣
。

　

本
書
は
、そ
ん
な
小
野
が
デ
ビ
ュ
ー

十
周
年
を
期
し
て
初
め
て
問
う
、
待

望
の
エ
ッ
セ
イ
集
で
あ
る
。
大
分
の
最

南
端
に
位
置
す
る
「
浦
」
で
あ
る
故

郷
・
蒲か

ま
え江

を
め
ぐ
る
話
か
ら
始
ま
り
、

カ
リ
ブ
海
の
フ
ラ
ン
ス
語
文
学
研
究

の
た
め
二
〇
代
後
半
で
渡
っ
た
留
学

先
パ
リ
で
の
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
研
究

の
泰
斗
に
し
て
社
会
へ
の
温
か
く
鋭

い
行
動
者
＝
発
言
者
と
し
て
生
き
る

ク
ロ
ー
ド
・
ム
シ
ャ
ー
ル
氏
と
の
運
命

的
な
出
会
い
、つ
い
に
は
彼
の
ア
パ
ル

ト
マ
ン
に
寄
宿
す
る
に
い
た
り
、
そ

こ
で
経
験
し
た
忘
れ
が
た
い
人
々
と

の
交
流―

貴
重
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
の

数
々
を
、
初
め
て
直
接
的
に
語
っ
た

自
伝
的
長
篇
エ
ッ
セ
イ
「
浦
か
ら
マ

グ
ノ
リ
ア
の
庭
へ
」
を
中
心
に
、
ボ
ル

ヘ
ス
、
ラ
ブ
レ
ー
、
マ
リ
ー
・
ン
デ
ィ

ア
イ
、
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
、
大
江

健
三
郎
、
中
上
健
次
な
ど
国
内
外

の
作
家
た
ち
を
シ
ャ
ー
プ
に
論
じ
た

世
界
文
学
・
作
家
論
、
さ
ら
に
『
狼

た
ち
の
月
』『
ジ
ー
ザ
ス
・
サ
ン
』『
ザ
・

ロ
ー
ド
』
な
ど
そ
の
セ
ン
ス
あ
ふ
れ

る
選
書
眼
と
的
確
な
評
言
で
多
く

の
読
者
を
う
な
ら
せ
た
「
読
売
新

聞
」
読
書
欄
で
の
書
評
の
数
々
を
収

録
し
た
、
楽
し
く
読
み
な
が
ら
、
世

界
文
学
／
日
本
文
学
の
最
前
線
と
、

多
様
な
驚
き
に
満
ち
た
こ
の
世
界
の

豊
か
さ
に
触
れ
ら
れ
る
、稀
有
な
エ
ッ

セ
イ
集
で
あ
る
。

◇
四
六
判　

二
六
四
頁　

定
価

二
三
一
〇
円
（
本
体
二
二
〇
〇
円
）

　

著
者
は
こ
れ
ま
で
批
評
家
と
し

て
、
専
門
の
映
画
史
研
究
を
中
心

に
、
文
学
、
漫
画
、
音
楽
評
論
、エ
ッ

セ
イ
、
翻
訳
な
ど
、
百
冊
を
越
え

る
著
訳
書
を
世
に
送
り
出
し
て
き

た
。
し
か
し
そ
れ
は
、「
他
人
」
と

い
う
媒
体
、「
作
品
」
と
い
う
媒
体

を
経
て
、
膨
大
な
書
物
や
資
料
に

依
拠
し
て
、著
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

い
ま
や
著
者
は
中
年
の
さ
な
か

に
あ
り
、
自
分
の
過
去
に
ま
つ
わ

る
、
あ
る
大
き
な
仕
事
を
終
え
、

忌
ま
わ
し
い
苦
し
み
か
ら
も
解
放

さ
れ
、
本
書
で
初
め
て
、「
自
分
自

身
に
つ
い
て
書
く
こ
と
」に
挑
ん
だ
。

自
分
を
見
つ
め
直
し
、
そ
れ
を
自

由
な
文
体
で
書
き
記
し
て
み
る
こ

と
、
参
照
す
べ
き
資
料
な
ど
に
頼

ら
ず
、
た
だ
記
憶
と
洞
察
の
赴
く

ま
ま
に
、
自
分
の
来
し
方
を
振
り

返
っ
て
み
る
こ
と
で
あ
る
。

　
「
恋
愛
の
終
わ
り
」
で
は
、
バ
ル

ト
や
ジ
ン
メ
ル
、『
葉
隠
』
に
触
れ

つ
つ
、
恋
愛
と
は
一
種
の
才
能
の
よ

う
な
も
の
で
、
人
間
が
自
ら
の
不

平
等
を
徹
底
し
て
思
い
知
ら
さ
れ

る
事
件
で
あ
る
、
と
喝
破
す
る
。

　
「
本
と
娼
婦
」
で
は
、
両
者
に
似

四方田版『エセー』、書下ろし！

気鋭の作家 初のエッセイ集

小
野
正
嗣﹇
著
﹈ 

ISBN
978-4-560-08086-3

四
方
田
犬
彦﹇
著
﹈ 

ISBN
978-4-560-08093-1

昭
和
が
終
わ
る
頃
、世
界
に
触
れ
た

中島岳志、雨宮処凛、能町みね子、清岡智比古［著］

　

昭
和
か
ら
平
成
へ
向
か
う
時

期
、
そ
れ
ま
で
想
像
も
し
な
か
っ

た
現
象
が
次
々
に
起
こ
っ
た
。
冷

戦
の
終
結
、
バ
ブ
ル
の
崩
壊
、
労

働
市
場
の
自
由
化
…
…
。
そ
の
中

で
青
春
期
を
過
ご
し
た
者
た
ち

に
は
「
生
き
づ
ら
さ
」
が
ま
と
い

つ
く
。た
し
か
に
、何
か
が
終
わ
り
、

そ
し
て
私
た
ち
は
ま
だ
そ
の
途
上

を
生
き
て
い
る
。

　

こ
の
本
は
、
そ
ん
な
時
代
の
輪

郭
を
、
社
会
や
政
治
・
経
済
の
分

析
で
は
な
く
、
き
わ
め
て
プ
ラ
イ

「
世
界
」
の
肌
ざ
わ
り
。
そ
の
驚

く
ほ
ど
率
直
な
言
葉
は
、
凡
百

の
社
会
批
評
よ
り
は
る
か
に
能
弁

で
、
切
実
だ
。

　
「
時
代
」
を
、
そ
し
て
「
世
代
」

を
い
く
ら
う
と
ま
し
く
思
っ
て
も
、

人
は
そ
こ
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で

き
な
い
。「
こ
こ
に
さ
し
だ
さ
れ
た

声
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
過

去
二
十
年
ほ
ど
の
日
本
社
会
の

変
遷
を
思
い
起
こ
す
こ
と
は
、
き

み
が
二
十
歳
で
も
七
十
五
歳
で

も
、
同
様
に
有
用
な
経
験
と
な
る

だ
ろ
う
。」（
管
啓
次
郎
・
序
文
よ

り
）
◇
四
六
判　
一
八
六
頁　

定

価
一
七
八
五
円
（
本
体
一
七
〇
〇

円
）
９
月
中
旬
刊

ベ
ー
ト
な
複
数
の
モ
ノ
ロ
ー
グ
を

並
べ
る
こ
と
で
浮
か
び
上
が
ら
せ

よ
う
と
い
う
意
図
で
生
ま
れ
た
。

　

政
治
と
思
想
を
め
ぐ
り
、
挫

折
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
が
き

続
け
る
者
。
地
獄
の
よ
う
な
学
校

生
活
を
逃
れ
、
バ
ン
ド
ブ
ー
ム
の

狂
熱
に
身
を
投
じ
た
者
。
テ
レ
ビ

の
モ
ニ
タ
ー
越
し
に
傍
観
し
て
い
た

「
世
間
」
が
、
い
つ
し
か
身
近
な

現
実
に
紛
れ
込
ん
だ
こ
と
に
薄
ら

寒
さ
を
覚
え
る
者
。
最
後
に
置
か

れ
る
の
は
、「
昭
和
」
で
し
か
あ
り

え
ず
、
し
か
も
い
つ
の
時
代
で
も

あ
り
え
た
七
〇
年
代
新
宿
に
お

け
る
デ
ィ
ス
コ
・
シ
ー
ン
の
青
春
。

　

少
し
ず
つ
世
代
の
異
な
る
四
人

が
、
同
じ
頃
、
同
じ
日
本
で
、
ま

る
で
違
っ
た
か
た
ち
で
感
じ
て
い
た

広
告
の
も
た
ら
す
力
と
悲
劇

馬場マコト［著］
　

広
告
依
頼
主
は
内
閣
情
報

局
。
仕
事
は
戦
意
高
揚
を
は
か

る
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
制
作
や
、

全
国
で
開
か
れ
る
展
示
会
の
開

催
な
ど
。
任
さ
れ
た
の
は
、
当

時
最
前
線
の
感
性
と
ノ
ウ
ハ
ウ

を
も
と
に
、
大
き
な
注
目
を
浴

び
て
い
た
男
た
ち―

。

　

そ
の
一
人
を
山
名
文
夫
と

い
っ
た
。
ア
ー
ル
・
デ
コ
調
に

彩
ら
れ
、
流
れ
る
よ
う
な
曲
線

そ
こ
に
目
を
つ
け
た
の
が
内
閣

情
報
局
だ
っ
た
。
国
民
の
意
識

を
戦
争
協
力
へ
と
向
か
わ
せ
る

た
め
の
情
宣
活
動
に
彼
ら
を
利

用
し
て
い
く
。

　

そ
し
て
戦
後
。
依
頼
主
側
も

受
け
手
側
も
、
何
事
も
な
か
っ

た
か
の
よ
う
に
、
再
び
元
の
仕

事
に
戻
る
者
も
い
れ
ば
、
固
く

沈
黙
を
守
っ
た
ま
ま
、
別
の
業

種
へ
と
移
る
者
も
い
た
。

　

本
書
は
第
一
線
で
活
躍
中
の

ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
、「
も

し
当
時
自
分
が
依
頼
さ
れ
た
ら

ど
う
す
る
か
」
と
い
う
独
自
の

視
点
で
、
彼
ら
の
足
跡
を
追
っ

た
力
作
で
あ
る
。
全
力
で
仕
事

を
こ
な
そ
う
と
す
る
彼
ら
を
描

き
な
が
ら
、
戦
争
の
も
つ
悲
し

い
宿
命
を
提
示
し
て
い
く
。

◇
四
六
判　

二
四
〇
頁　

定
価

二
五
二
〇
円
（
本
体
二
四
〇
〇

円
）
９
月
中
旬
刊

を
活
か
し
な
が
ら
、
洗
練
さ
れ

た
女
性
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る「
資

生
堂
ス
タ
イ
ル
」
を
確
立
し
た

デ
ザ
イ
ナ
ー
（
当
時
は
図
案
家
）

だ
。
今
も
そ
の
名
を
冠
し
た
権

威
あ
る
賞
が
つ
づ
い
て
い
る
。

　

も
う
一
人
は
、
森
永
製
菓
宣

伝
課
に
入
社
し
た
ば
か
り
の
新

井
静
一
郎
。
上
司
の
小
泉
武
治

と
と
も
に
、
当
時
あ
こ
が
れ
の

お
菓
子
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
部
門
を
担
当
し

て
い
た
。

　

だ
が
、
時
代
は
軍
国
主
義
一

色
で
、
彼
ら
は
思
う
よ
う
な
広

告
活
動
が
で
き
な
い
。
思
い
余
っ

た
彼
ら
は「
報
道
技
術
研
究
会
」

を
立
ち
上
げ
、
広
告
の
可
能
性

を
探
ろ
う
と
も
が
い
て
い
た
。

 ISBN978-4-560-08091-7

科
学
な
ど
の
分
野
に
お
け
る
、
さ

ま
ざ
ま
な
時
代
の
人
々
に
よ
る
証

言
、
観
察
記
録
が
紹
介
さ
れ
、
伝

説
や
言
い
伝
え
な
ど
も
丹
念
に
集

め
ら
れ
て
い
る
。
人
間
と
熊
と
の

関
係
に
お
い
て
は
、
歴
史
的
・
地

理
的
要
素
な
ど
多
様
な
レ
ベ
ル
で

の
違
い
が
存
在
す
る
が
、
熊
に
対

す
る
「
正
し
い
」
認
識
を
決
定
す

る
の
で
は
な
く
、
熊
に
対
し
て
人

間
が
抱
い
て
き
た
複
雑
な
認
識
を

解
く
こ
と
を
本
書
は
目
指
し
て
い

る
。

　
「
地
球
上
の
多
く
の
地
域
で
熊

は
す
で
に
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
て
い

る
が
、
わ
れ
わ
れ
の
個
人
的
、
集

合
的
な
夢
に
と
っ
て
は
い
ま
だ
に

大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
る
の
で

あ
る
。」（「
序
文
」
よ
り
）

◇
伊
達
淳
訳　

四
六
判   

二
五
四

頁　

定
価
二
五
二
〇
円
（
本
体

二
四
〇
〇
円
）

　
「
三
匹
の
く
ま
」、

「
く
ま
の
プ
ー
さ

ん
」、「
ジ
ャ
ン
グ

ル
・
ブ
ッ
ク
」、
イ
ソ
ッ
プ
物
語
、

グ
リ
ム
童
話
…
…
熊
ほ
ど
人
間
に

愛
さ
れ
、
そ
の
想
像
力
に
訴
え
て

き
た
動
物
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ

の
一
方
で
、
熊
は
古
く
か
ら
狩
猟

の
対
象
と
し
て
狩
ら
れ
、
ま
た
信

仰
の
対
象
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
き

た
。
狩
猟
家
と
し
て
も
名
を
馳
せ

た
セ
オ
ド
ア
・
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト

が
そ
の
名
の
由
来
と
な
っ
た
テ
デ
ィ

ベ
ア
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
熊

は
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
人
間
に

相
矛
盾
す
る
感
情
を
抱
か
せ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

有
史
以
来
、
熊
は
人
間
に
と
っ

て
特
別
な
位
置
を
占
め
て
き
た

が
、そ
の
長
い
歴
史
を
遡
る
と
き
、

「
親
し
み
」
と
「
畏
怖
」
と
い
う

熊
に
対
す
る
人
間
の
相
反
す
る
感

情
が
見
え
て
く
る
。
本
書
で
は
、

そ
の
複
雑
な
感
情
を
読
み
解
き
な

が
ら
、
両
者
の
間
に
横
た
わ
る
矛

盾
に
満
ち
た
歴
史
を
、
十
六
の
切

り
口
か
ら
多
角
的
に
考
察
す
る
。

神
話
や
宗
教
、
伝
承
、
文
学
、

「親しみ」と「畏怖」の歴史

ベ
ル
ン
ト
・
ブ
ル
ン
ナ
ー﹇
著
﹈ 

ISBN
978-4-560-08085-6

ISBN978-4-560-08094-8

浦
か
ら
マ
グ
ノ
リ
ア
の
庭
へ

人
、中
年
に
到
る

熊　
人
類
と
の「
共
存
」の
歴
史

世はいかにして昭和から平成になりしか

戦争と広告

　

小
説
の
翻
訳
者
が
、
大
事
な
作
業

と
し
て
必
ず
挙
げ
る
も
の
に
、「
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
声
を
見
つ
け
る
」
と
い

う
手
順
が
あ
り
ま
す
。

　
『
大
学
教
授
の
よ
う
に
小
説
を
読
む

方
法
』
は
、
よ
く
知
ら
れ
た
英
米
小

説
に
現
わ
れ
る
、
食
事
シ
ー
ン
や
天

気
の
も
つ
象
徴
的
意
味
合
い―

つ

ま
り
一
種
の
「
ウ
ラ
読
み
」
の
方
法
や
、

聖
書
や
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
借
用
が

果
た
す
役
割
な
ど
を
一
人
称
で
楽
し

く
解
説
し
た
本
、
つ
ま
り
ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
な
の
で
す
が
、
訳
者
の
矢

倉
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
翻
訳
に
苦
労
し

た
点
の
ひ
と
つ
が
、
こ
の
、
著
者
に

ぴ
っ
た
り
の
声
を
選
ぶ
こ
と
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
翻
訳
の
文
体
は
、
名
物

教
授
の
語
り
口
を
そ
っ
く
り
写
し
た

よ
う
な
、
軽
妙
で
洒
落
た
雰
囲
気
で

す
が
、実
は
訳
し
て
い
る
途
中
で
、「
こ

の
ノ
リ
で
は
大
学
教
授
に
し
て
は
軽

薄
す
ぎ
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
気
に
な

る
場
面
が
多
々
あ
っ
た
と
か
。
な
に

し
ろ
、
て
ん
こ
盛
り
の
ジ
ョ
ー
ク
の

な
か
に
は
、「
フ
ロ
イ
ト
と
葉
巻
の
イ

メ
ー
ジ
」
の
逸
話
の
よ
う
に
、
い
さ

さ
か
き
わ
ど
い
ネ
タ
も
（
何
の
象
徴

か
、ご
想
像
が
お
つ
き
で
し
ょ
う
か
？
）

ち
ら
ほ
ら
ま
ぎ
れ
込
ん
で
い
る
わ
け

で
…
…
。

　

他
に
も
、
登
場
す
る
小
説
を
邦
訳

の
な
い
も
の
ま
で
翻
訳
前
に
読
破
す

る
な
ど
、
訳
者
の
工
夫
が
結
実
し
た

一
冊
。
読
ん
で
笑
っ
て
、
た
め
に
な
る
、

翻
訳
小
説
の
理
解
に
必
読
の
お
薦
め

本
で
す
。 

（
担
当
編
集
者
・
Ｋ
）

訳者の工夫が結実した一冊

発売後、忽ち重版！ 話題の本

ア
メ
リ
カ
の
大
学
教
授
に
よ
る
、
一
歩
踏
み
込

ん
で
小
説
を
読
み
解
く
た
め
の
25
の
ヒ
ン
ト
。

【
登
場
す
る
作
品
】『
老
人
と
海
』『
ク
リ
ス
マ
ス・

キ
ャ
ロ
ル
』『
時
計
じ
か
け
の
オ
レ
ン
ジ
』
な
ど

 

●
定
価
二
九
四
〇
円（
税
込
）

【
今
回
の
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
本
】

ト
ー
マ
ス
・
C
・
フ
ォ
ス
タ
ー
著　

矢
倉
尚
子
訳

『
大
学
教
授
の
よ
う
に

 

小
説
を
読
む
方
法
』

管  啓次郎［序文］

担
当
編
集
者
に
よ
る

毛
沢
東 

あ
る
人
生

二
十
世
紀
の
巨
人
の
実
像
に
迫
る
！

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
シ
ョ
ー
ト
著　

山
形
浩
生
、
守
岡 

桜
訳

誕
生
か
ら
共
産
党
創
立
、
長
征
、
文
化
大
革
命
、
死
後
ま
で
、
成
長
と
変
化
を
丹
念

に
た
ど
り
、
思
想
の
変
遷
、
世
界
情
勢
の
中
に
も
位
置
づ
け
て
描
く
、
本
格
的
な
伝

記
。 

◇
上
・
定
価
二
九
四
〇
円（
税
込
）
◇
下
・
定
価
三
一
五
〇
円（
税
込
）

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
に
暮
ら
す

フ
ラ
ン
ス
宮
廷
生
活
の
実
態
と
は
？

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
リ
ッ
チ
ー
・ニ
ュ
ー
ト
ン
著　

北
浦
春
香
訳

豪
華
絢
爛
な
建
物
の
内
部
は
二
二
六
の
居
住
空
間
か
ら
な
る
巨
大
迷
路
。
一
八
世
紀
、

こ
こ
に
は
王
を
頂
点
に
一
〇
〇
〇
人
以
上
が
ひ
し
め
き
あ
っ
て
暮
ら
し
て
い
た
。
雅

び
に
み
え
る
貴
族
た
ち
の
日
常
生
活
と
は
!? 

◇
定
価
二
五
二
〇
円（
税
込
）

そ
ん
な
日
の
雨
傘
に

46
歳
、無
職
、ど
こ
に
も
居
場
所
が
な
い
…

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ゲ
ナ
ツ
ィ
ー
ノ
作　

鈴
木
仁
子
訳

靴
の
試
し
履
き
の
仕
事
で
、
街
を
歩
い
て
観
察
す
る
中
年
男
の
独
り
言
。
関
係
し
た

女
性
た
ち
、
子
ど
も
時
代
の
光
景
…
…
居
心
地
の
悪
さ
と
恥
ず
か
し
さ
、
滑
稽
で
哀

切
に
満
ち
た
人
生
を
描
く
。 

◇
定
価
二
一
〇
〇
円（
税
込
）

優
雅
で
悲
惨
な
宮
廷
生
活

《
エ
ク
ス・リ
ブ
リ
ス
》

上
・
下

【
刊
行
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ
】

著
者
４
人
に
よ
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

■
日
時 

10
月
12
日（
火
）
19
時
30
分
〜

■
会
場 

青
山
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
本
店

■
予
約
＆
詳
細

　

http://www.aoyam
abc.co.jp/

【
刊
行
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ
】

小
野
正
嗣
ミ
ニ
ト
ー
ク
＆
サ
イ
ン
会

■
日
時 

９
月
18
日（
土
）
14
時
〜

■
会
場 

青
山
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
六
本
木
店

■
電
話
予
約
＆
お
問
い
合
わ
せ

　
０
３・３
４
７
９・０
４
７
９



　

ル
イ
十
三
世
と
宰
相
リ
シ
ュ

リ
ュ
ー
の
執
政
、
そ
し
て
長
期
に
わ

た
る
ル
イ
十
四
世
治
世
下
の
文
芸

を
解
説
。
こ
の
絶
対
王
政
期
で
は
、

作
家
は
君
主
を
格
調
高
く
礼
賛
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
治
世
を
助
け
、

支
配
者
は
言
葉
（
パ
ロ
ル
）
の
芸
術

の
特
殊
性
と
自
律
性
を
理
解
し
て
い

た
。
十
七
世
紀
は
、
デ
カ
ル
ト
に
よ

る
哲
学
の
基
礎
づ
け
と
い
う
一
大
変

革
が
お
き
た
時
代
だ
が
、
文
芸
に
固

有
の
「
想
像
力
」
と
「
よ
き
趣
味
」

こ
そ
が
フ
ラ
ン
ス
精
神
を
も
た
ら
し

た
も
の
だ
っ
た
。マ
レ
ル
ブ
、ラ
フ
ァ

イ
エ
ッ
ト
夫
人
、
ラ
・
フ
ォ
ン
テ
ー

ヌ
、
古
典
三
大
劇
作
家
な
ど
の
作
品

紹
介
と
、ア
カ
デ
ミ
ー
・
フ
ラ
ン
セ
ー

ズ
の
発
足
、
ペ
ロ
ー
ら
に
よ
る
新
旧

論
争
な
ど
も
含
め
て
、
手
際
よ
く
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
。

◇
原
田
佳
彦
訳　

新
書
判　

一
七
二

頁　

定
価
一
一
〇
三
円
（
本
体

一
〇
五
〇
円
）

ロ
ジ
ェ
・
ズ
ュ
ベ
ー
ル﹇
著
﹈ 

 
ISBN

978-4-560-50949-4

文
庫
ク
セ
ジ
ュ

白
水

ブ
ッ
ク
ス

Q949
「
十
七
世
紀

 

フ
ラ
ン
ス
文
学
入
門
」

語学書

　「じゃあサンスクリットで話せますか？」
　寝台列車で相席したインド人が訊いてき
た。
　インドにいた二年半の間、この質問を何
十回聞いただろう。インド人は話せることこ
そ言語を習得した証と考えサンスクリット

（梵語）もその例外ではない。インドでは古
典学者がサンスクリットで議論や著作をし、
ごく凡庸なサンスクリット教師や学
生でも日常会話程度はこなす。この
あたり同じ古典語でもラテン語や漢
文などとひと味違う。そうした「サンスクリッ
ト人」達の間で二十四時間サンスクリット漬
け生活を送ろうというのが古典研究の本場
ヴァラナシ（ベナレス）に留学地を決めた
私の目論見だった。おかげで留学中はその
環境をフル活用、「実用」サンスクリットの
腕を磨くことができた。
　多くのインド人は「外人＝英語」と思いこ
んでいるから我々が片言でも現地語を話す

第 3回  石井 裕

と喜ぶ。だがひとたびその外人が彼らの誇
る「神々の言語」の研究者と聞けば、驚き
と喜びの中にも「我々にも難しい言葉を外
人ができるものか」という侮りが混じる。そ
れが冒頭の問いになる訳だがそれを逆手に
とってサンスクリットでしゃべりまくり、イ
ンド人のポカンとした顔を見るのが私のひそ
かな愉しみだった。連中ときたら話させてお

きながら聞いてもチンプンカンプンなのだ。
　そのときも私は苦手なヒンディー語で溜
まった鬱憤を晴らすかのようにサンスクリッ
トでまくしたてたがあにはからんや、いつも
と反応が異なり平然と「流暢なものですね
え」相手はサンスクリットで返してくる。聞
けば、彼自身は商売人だがサンスクリット教
師だった祖父に幼い頃からサンスクリットを
叩き込まれたそうな。

　「数十年ぶりにサンスクリット会話をした
い」という彼のリクエストで、夜行列車が突
如サンスクリット会話教室に早変わり、しば
しば言葉に詰まる彼のサンスクリットを聞き
文法的間違いなどを私が直してやる。それ
でも二、三時間経つと勘を取り戻したのか
大分滑らかに話すようになり、さすがはイン
ド人といったところ。サンスクリット文学か

ら仕事や家族の話、日本とインドの
比較というように話題は尽きない。
気がつけばいつしか日付が変わろう

とする頃あい、下車が早朝のためそろそろ
寝たいと思ったそのとき、不意に彼が私の
表現の誤りを指摘した。私が納得して訂正
すると「一本取った」と言わんばかり、ニン
マリ笑う。「疲れましたか？　もう寝ましょう」
と言うや否やベッド・メイクもそこそこに寝
台で寝息を立て始めたのだった。
　なんとなく小憎らしい。
 （東京大学大学院生）

サンスクリット
【サンスクリットとは】インドの古典言語
【使用文字】デーヴァナーガリー文字など
【話者数】数千とも数万とも
【あいさつしてみよう】

（ナモー  ナマハ）
※原意は「［あなたに］敬礼」。人と会ったと
きや別れるときに言う。時間帯や間柄を問
わずに使える最も汎用性が高い挨拶言葉。

リレーエッセイ

サンスクリットで会話する

　

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
国

の
音
楽
の
美
点
を
取
り
入
れ
、
過
去
の

作
曲
技
法
を
使
い
こ
な
し
て
い
た
。
北

方
音
楽
の
堅
牢
な
構
築
と
南
方
音
楽
の

生
気
に
満
ち
た
メ
ロ
デ
ィ
、
バ
ッ
ハ
に

よ
る
対
位
法
の
可
能
性
と
ハ
イ
ド
ン
に

よ
る
主
題
的
音
楽
言
語
…
…
。一
方
で
、

彼
だ
け
の
特
別
な
技
法
と
い
う
も
の
は

も
た
な
か
っ
た
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
作

曲
法
は
時
代
を
超
越
し
て
い
た
わ
け
で

は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
音
楽
は
同
時
代

の
ど
の
作
曲
家
と
も
異
な
っ
て
い
た
。

で
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
音
楽
の
何
が
、

彼
を
唯
一
無
二
の
存
在
に
し
た
の
だ
ろ

う
か
？　

作
品
に
み
る
〈
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
ら
し
さ
〉
と
は
、
い
っ
た
い
何
だ
ろ

う
か
？

　

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
を
愛
す
る
者
の
誰
も

が
抱
く
は
ず
の
問
い
に
つ
い
て
、
二
十

世
紀
後
半
を
代
表
す
る
研
究
者
の
ひ
と

り
で
あ
る
著
者
と
と
も
に
考
え
る
一
冊
。

◇
武
藤
剛
史
訳　

新
書
判　

二
〇
六
頁  

定
価
一
三
六
五
円
（
本
体
一
三
〇
〇
円
）

ジ
ャ
ン
＝
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
オ
カ
ー
ル﹇
著
﹈

 
ISBN

978-4-560-72118-6

「
比
類
な
き

 
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
」

U1118

「仏英日対照 ビジネスフランス単語集」

　英語が世界共通語化しているとはいえ、フランス語圏の国々
におけるビジネスを効果的に進めるためには、フランス語の語
彙力、コミュニケ－ション力が重要なポイントです。経済、金融、

財務、産業、企業、貿易など最新 2800 語を網羅。豊富な用例はすべて仏英日で
表記しています。巻末には便利な日本語索引付。フランス語力でビジネスに差
をつけよう！ ◇四六判　230 頁　定価 2940 円（本体 2800 円）

横田 納［著］ ISBN978-4-560-08542-4

　

今
年
の
東
京
の
夏
は
久
々
の

猛
暑
、酷
暑
で
し
た
。三
十
度
は

お
ろ
か
、三
十
五
度
を
超
え
る
日

が
何
度
も
あ
り
、か
な
り
体
力

を
奪
わ
れ
た
夏
で
し
た
。毎
日
の

よ
う
に
熱
中
症
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞

い
て
い
ま
す
と
、営
業
に
出
る
こ

と
は
命
懸
け
の
仕
事
な
ん
だ
と

改
め
て
思
い
ま
す
▼
そ
ん
な
暑

さ
も
な
ん
の
そ
の
、営
業
に
行
け

ば
、書
店
員
さ
ん
は「
こ
ん
な
暑

い
中
わ
ざ
わ
ざ
い
ら
し
て
い
た

だ
い
て
…
…
」と
迎
え
て
く
れ
ま

す
。た
だ
書
店
内
は
冷
房
が
効

き
す
ぎ
て
い
る
の
か
、カ
ー
デ
ィ

ガ
ン
を
羽
織
っ
て
い
る
方
も
多

く
、外
の
暑
さ
と
比
べ
実
に
不
思

議
な
光
景
で
す
▼
ま
た
自
分
で

も
涼
を
と
ろ
う
と
実
践
し
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。電
車
で
体

が
冷
え
切
っ
て
い
る
う
ち
に
、駅

か
ら
離
れ
た
書
店
へ
向
か
う
、汗

だ
く
で
書
店
に
入
る
の
は
失
礼

な
の
で
、ビ
ル
の
上
層
階
の
書
店

へ
行
く
時
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
使

わ
ず
に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
使

う
。た
だ
し
、涼
む
た
め
だ
け
に

書
店
で
長
居
は
し
な
い
よ
う
に
、

こ
こ
が
肝
心
な
と
こ
ろ
で
す
。

【
お
願
い
】▼
住
所
表
記
が
変
更

に
な
り
ま
し
た
ら
、お
名
前
、新

住
所
・
旧
住
所
、お
届
け
い
た
し

て
お
り
ま
す
本
紙
の
お
客
さ
ま

コ
ー
ド
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

現
在
放
送
中
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連

続
テ
レ
ビ
小
説
『
ゲ
ゲ
ゲ
の
女

房
』
を
か
か
さ
ず
見
て
い
る
。

漫
画
家
水
木
し
げ
る
氏
の
妻
武

良
布
枝
さ
ん
の
自
伝
を
原
案
に

し
た
も
の
で
、
放
送
開
始
当
初

こ
そ
視
聴
率
は
伸
び
悩
ん
だ

が
、
そ
の
後
じ
わ
じ
わ
と
数
字

を
上
げ
て
き
た
と
い
う
。

　

水
木
漫
画
に
も
連
続
テ
レ
ビ

小
説
に
も
そ
れ
ほ
ど
関
心
が
な

い
の
に
視
聴
を
続
け
て
い
る
の

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
編
集
者
が
登

場
す
る
点
に
ひ
か
れ
て
い
る
か

ら
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

伝
説
の
漫
画
雑
誌
『
ゼ
タ
』

の
深
沢
や
水
木
に
ほ
れ
込
ん
で

零
細
出
版
を
立
ち
上
げ
る
戌

井
、
大
手
雄
玄
社
の
豊
川
。
そ

れ
ぞ
れ
立
場
は
異
な
る
が
、
自

分
の
「
見
立
て
」
を
信
じ
て
時

代
を
歩
い
て
い
く
姿
は
励
み
に

な
る
。
毎
朝
、
編
集
者
と
し
て

時
代
の
本
筋
が
読
め
て
い
る

か
、
自
問
し
つ
つ
家
を
出
る
日

が
続
く
。 

（
園
）

営

業

部

だ

よ

り

　　　本の十　　字路 転
車
が
ど
う
加
速
し
、
ど
う

曲
が
り
、
ど
う
止
ま
る
か
を

追
究
し
た
の
が
、
ふ
じ
い
の
り

あ
き
著
『
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
の
科

学
』（
ス
キ
ー
ジ
ャ
ー

ナ
ル
）
だ
。
横
組

み
だ
し
、
な
つ
か
し

い
三
角
関
数
や
√

記
号
な
ど
が
出
て
き

て
、
数
学
オ
ン
チ
の

私
は
ど
こ
か
遠
く
を

見
る
目
つ
き
に
な
っ

て
し
ま
う
。し
か
し
、

技
術
屋
さ
ん
な
ら

で
は
の
徹
底
し
た
掘
り
下
げ

ぶ
り
が
め
っ
ぽ
う
面
白
い
。
こ

の
理
論
に
基
づ
け
ば
、
一
日
に

二
〇
〇
キ
ロ
く
ら
い
は
い
け
そ

う
な
気
が
す
る
。 （
ク
ロ
ポ
ト
）

自
転
車
で
遠
出
を
す
る
と

言
っ
た
場
合
、
マ
マ
チ
ャ
リ
な

ら
だ
い
た
い
二
〇
キ
ロ
く
ら

い
だ
ろ
う
か
。
ス
ポ
ー
ツ
バ

イ
ク
の
世
界
で
は
一

般
に
一
〇
〇
キ
ロ
が

ひ
と
つ
の
「
壁
」
と

い
わ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、『
自
転
車
で

遠
く
へ
行
き
た
い
。』

（
河
出
書
房
新
社
）

の
米
津
一
成
氏
は

二
〇
〇
キ
ロ
で
は
物

足
り
ず
、
四
〇
〇

〜
六
〇
〇
キ
ロ
走
る
こ
と
も

あ
る
と
い
う
。
東
京―

神
戸

間
を
一
気
に
…
…
？　

こ
う
い

う
の
を
「
距
離
感
が
壊
れ
て
い

る
」
と
い
う
ら
し
い
。
そ
の
自

　

イ
ラ
ン
は
、
世
界
第
三
位
の
産
油

国
で
あ
り
な
が
ら
、
適
切
な
精
油
施

設
が
な
い
た
め
、
国
内
で
消
費
す
る

ガ
ソ
リ
ン
の
半
分
を
輸
入
に
頼
っ
て

い
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
新
車
の
八

割
以
上
が
、
ガ
ソ
リ
ン
も
エ
タ
ノ
ー

ル
も
区
別
な
く
使
え
る
フ
レ
ッ
ク
ス

車
で
あ
る
。

　

本
書
で
は
、
こ
の
よ
う
な
各
国
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
を
紹
介
し
な
が

ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
現
状
を
知
り
、

将
来
へ
の
展
望
を
ひ
ら
く
た
め
に
必

要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
が
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
。「
ニ
ー
ズ
」「
資
源
」「
貿
易
」

「
市
場
と
価
格
」「
ア
ク
タ
ー
」「
課
題
」

と
い
う
六
つ
の
章
に
分
け
て
、
わ
か

り
や
す
く
解
説
す
る
な
か
で
一
貫
し

て
い
る
の
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
環
境

問
題
と
不
可
分
な
も
の
と
し
て
考
え

る
姿
勢
だ
。

◇
斎
藤
か
ぐ
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「しくみが身につく中級ドイツ語作文」

　「模範解答が正しいのはわかる。けれど、自分が書いた文は合っ
ているのか間違っているのかわからない」。本書では模範解答だ
けではなく、ドイツ語の文をつくる際に学習者がおかしやすい間

違いや疑問点をゆっくりと丁寧に解説していきます。学習者のみならずドイツ語
の先生の間でも大きな話題となった『中級ドイツ語のしくみ』の著者がおくる、
独作文の新たなスタンダード。 ◇ A5判　197頁　定価 2415円（本体 2300円）

清野智昭［著］ ISBN978-4-560-08541-7

「中国語検定対策 ３級問題集」

　過去問を掲載し、狙われやすいポイントを解説した問題集。
いくつもの文法事項がからむ、手ごわい問題続出の 3 級では、
基本をおさえた上で練習を積むことが大切です。最新の傾向を

ふまえた練習問題で、着実に得点力アップを目指しましょう。リスニングは実
際の試験と同じ形式で CD2 枚に収録。巻末には模擬試験・単語リスト付。
 ◇ 2 色刷　A5 判　203 頁　定価 2310 円（本体 2200 円）
＊4級対策にはこちら→「中国語検定対策 4級問題集」定価1890円（本体1800円）

伊藤祥雄［編著］ ISBN978-4-560-08543-1

CD
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「ホームステイのスペイン語」

　スペイン語圏への留学で必ず役立つ表現を集めました。ホス
トファミリーへの挨拶からお別れまで家庭での「ステイ編」、学
校や街での「シチュエーション編」、フラメンコやアルバイトな

ど「自分だけの留学プラン」、よく尋ねられる「日本についての話題」、日常的
な表現や語彙をまとめた「確認しておきたい表現と文法」。CD 付で便利！
 ◇四六判　170 頁　定価 2310 円（本体 2200 円）9 月下旬刊

立岩礼子［著］ ISBN978-4-560-08544-8
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留学先のホストファミリーと（後列筆者）

フランス語力でビジネスに差をつける !

作文をとおしてドイツ語の語感を身につける

11月の中検に向けて、この一冊！

ステイ先の家庭で、街に出て、何でも話そう

秋
の
書
店
フ
ェ
ア
情
報

《ニューエクスプレス》フェア
刊行30点突破！ 大好評の入門書

「入門書の決定版」として好評をいただいて
いる《ニューエクスプレス》シリーズ。刊行
30点突破を記念して、フェアを開催します。

フランス語・ドイツ語・
スペイン語・イタリア語・
ロシア語・中国語・韓国語・
アラビア語・チェコ語・
スワヒリ語 …など既刊 35点

《文庫クセジュ》ワンテーマ・フェア
クセジュでしか読めない！

今回のテーマは「おもしろ文化史」。翻訳
新書の《文庫クセジュ》ならではの、他に
はないユニークなタイトルがいっぱい！

『性関係の歴史』
『書物の歴史』『お風呂の歴史』
『大学の歴史』『石油の歴史』
『100語でわかるワイン』
『スポーツの歴史』  …など

ラインナップよりラインナップより

◎詳しくは白水社ホームページをご覧ください。


